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はじめに

日本人の余暇時間の利用において学習時間が非常に短いことを週刊誌1）

で読みその事に驚きを感じ、内容を詳細に調べたのが本論文である。

第1章　日本人の余暇時間の利用方法

日本人の余暇時間の利用内訳を週刊誌1）は図1のように掲載している。

勉強時間はたったの12分

」
日本の10歳以上の行動種類別牛活時間

図11日の余暇時間の内訳

それによると、1日の余暇活動6時間23分のうち、学業以外の学習・研究

に費やされる時間は12分となっている。これは憂えるデータであり、あまり

にも短すぎるのではないかと思い、このデータに関して詳細に調べた。
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週刊誌に掲載されていた図は、平成18年に総務省統計局が発表した「社会生

活基本調査」2）を基にしていることがわかった。この調査は、国民の生活時

間の配分及び自由時間等における主な活動について調査したものである。こ

こで実際にインターネット上でこのデータを取得するまでの手順を以下に示す。

インターネット上で総務省統計局HPを呼び出す。次に統計データ→統計

表一覧（Excel集）→社会生活基本調査→平成18年調査票A→生活時間編→全

国の順にアクセスすると「曜日，男女，ふだんの就業状態，年齢，行動の種

類別総平均時間，行動者平均時聞及び行動者率」データにたどり着く。この

うち後述する行動総平均時間の内訳の3次活動データの中から「テレビ・ラ

ジオ・新聞・雑誌」「休養・くつろぎ」「趣味・娯楽」「学習・研究（学業

以外）」のデータを抽出し、余暇時間からこれらを差し引いた時間をその他

として図示したものが図1である。

図2は行動別総平均時間を全国と広島県について示したものである。ここ

で睡眠、仕事以外ではテレビ　食事、家事、休養、身の回り、趣味・娯楽の

順に時間が使われていることがわ

かる。これで見る限り学業以外で

の学習・研究時間が非常に少ない

ことが気にかかる。また、広島県

では睡眠、仕事に費やす時間が全

国平均よりも多いことがわかる。
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図2 行動別総平均時間

第2章　社会生活基本調査について

総務省統計局の「社会生活基本調査」データを見る上で必要な知識につい

て説明する。

（1）活動の3区分

①1次活動…生理的に必要な活動（睡眠，身の回りの用事，食事）

－24－



日本人の余暇利用方法に関する一考察

②2次活動…社会生活を営む上で義務的な性格の強い活動

（通勤・通学，仕事，学業，家事，介護・看護，育児，買い物）

③3次活動…上記以外で各人が自由に使える時間における活動

（移動，テレビ・ラジオ・新聞・雑誌，休養・くつろぎ学習・研

究，趣味・娯楽，スポーツ，ボランティア活動・社会参加活動，交

際・付き合い，受診・療養，その他）

（2）行動の種類

①睡眠・・・（夜間の睡眠，昼霞，仮眠）

②身の回りの用事　…（洗顔，入浴，トイレ，身じたく，着替え，化粧，

整髪，ひげそり，美容室でのパーマ・カット）

③食事　…（家庭での食事・飲食，外食店などでの食事・飲食，学校給

食，職場での食事・飲食）

④通勤・通学　…（自宅と仕事場の行き帰り，自宅と学校（各種学校・

専修学校含む）との行き帰り）

⑤仕事　…（通常の仕事，仕事の準備・後片付け，残業，自宅に持ち帰

ってする仕事，アルバイト，内職，自営業の手伝い）

⑥学業・・・（学校（小学・中学・高校・高専・短大・大学・大学院・予備校など）

の授業や予習・復習・宿題，構内清掃，ホームルーム）

⑦家事　…（炊事，食事の後片付け，掃除，ゴミ捨て，洗濯，アイロン

かげ　つくろいもの，ふとん干し，衣類の整理片付け，家族の身

の回りの世話，家計簿の記入，庭の草取り，銀行・市役所などの

用事，事の手入れ，家具の修繕）

⑧介護・看護　…（家族・他の世帯にいる親族に対する日常生活におけ

る入浴・トイレ・移動・食事などの手助け　看病）

⑨育児…（乳児のおむつの取り替え，乳幼児の世話，子供のつきそい，

子供の勉強の相手，子供の遊びの相手）
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⑩買い物・・・（食料品・日用品・電化製品・レジャー用品など各種の買い物）

⑪移動（通勤・通学を除く）・・・（電車やバスに乗っている時間・待ち時

間・乗換え時間，自動車に乗っている時間，歩いている時間）

⑫テレビラジオ・新聞・雑誌・・・（テレビラジオの祝聴，新聞・雑誌の購読）

⑱休養・くつろぎ・・・（家族との団らん，仕事場または学校の休憩時間，

おやつ・お茶の時間，食休み）

⑭学習・研究（学業以外）・‥（学級・講座・教室，社会通信教育，テレ

ビ・ラジオによる学習・研究，クラブ活動・部活動で行うパソコ

ン学習など　自動車教習）

⑮趣味・娯楽・・・（映画・美術・スポーツなどの観覧・鑑賞，観光地の

見物，ドライブ　手芸，華道，園芸，ペットの世話，麻雀，趣味

としての読書，テレビゲーム，クラブ活動・部活動で行う楽器の演奏）

⑯スポーツ…（各種競技会，全身運動を伴う遊び，家庭での美容体操，

クラブ活動・部活動で行う，野球など（学生が授業などで行うス

ポーツを除く））

⑰ボランティア活動・社会参加活動　…（道路や公園の清掃，施設の慰

問，点訳，手話，災害地などへの援護物資の調達，福祉のつどい

・バザーの開催，献血，高齢者の日常生活の手助け　民生委員，

婦人活動，青少年活動，労働運動，政治活動，宗教活動，子供会

の世話，美術館ガイドリサイクル運動，交通安全運動）

⑱交際・つきあい　…（会食，知人と飲食，冠婚葬祭，送別会・同窓会

への出席及び準備，あいさつ回り，見舞い，友人との電話，手紙を書く）

⑩受診・療養…（病院での受診・治療，自宅での療養）

⑳その他…（求職活動，墓参り）

（3）平均時間

行動の種類別総平均時間は、1人1日当たり平均時問で、総平均と行動
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者平均、曜日別平均と週全体平均とがある。本研究では、曜日別平均と週

全体平均を取り扱わなかった。

①　総平均時間・・・該当する種類の行動をしなかった者を含む全員

についての平均時間

②　行動者平均時間…該当する種類の行動をした者（以下「行動者」

という。）のみについての平均時間

（4）行動者数、行動者率、平均行動日数

本研究では行動者数のみを考慮したので、行動者数について説明する。

行動者数　…　平成18年10月より過去1年間に、該当する種類の活動

を行った10歳以上の人数

第3章　余暇時間についての考察

3－1．余暇時間の行動者平均時間

図1は1日の余暇の総平均時間に関して図示したものである。ここで総平

均時間とは、該当する種類の行動をしなかった者を含む全員についての平均

である。だから図1に示す学業以外の勉強・研究時間が12分というのは、学

業以外の勉強・研究をした人としなかった人全員についてのデータであるこ

とに注意する必要がある。筆者は学業以外の勉強・研究をしなかった人を加

算することに賛成しかねる。仕事をしていくうえにおいて勉強は非常に大事

なことなので、学業以外の勉強・研究をした人がどれだけの時間を割いて勉強・

研究をしたかを知るほうが重要と考える。これに関しては行動者平均時間と

して公表されている。この行動者平均時間の内訳を図3に示す。ここで、凡

例に示している「全体」とは10歳以上の人々、「生産年齢」とは15歳から

64歳までの人々、「老年」とは65歳以上の人々を意味する。グラフの上に

示す数字は生産年齢の人が費やした時間を分単位で示したものである。ただ

しここでは、活動の3区分のうち3次活動から「移動」「受診・療養」「そ
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の他」の項目を除いた項目を余暇利用分野とみなしている。

これによると、学業以外の学習・研究に費やされている時間は「全体」「生

産年齢」共に139分（2時間19分）

強している人は1日に平均2時間

19分勉強をしていることになる。「老

年」になると時間が少なくなってい

るようである。生産年齢で見ると、

学業以外の学習・研究に費やされる

総平均時間は12分であったが、行

動者平均時間は約2時間であった。

すなわち1日平均約2時間は勉強し

である。すなわち生産年齢人口のうち勉

嬉全体　生産年齢　犠老年

図3　余暇利用の行動者平均時間の内訳

ていることになる。

図4に、1次、2次、3次活動時間の全体、生産年齢、老年別の内訳を示す。

余暇時間は3次活動に相当するが、

生産年齢層は余暇に割ける時間が少

ないようである。それだけ忙しく働

いているからであろう。老年層の余

暇時間は生産年齢層のそれよりも多

くなっている。生産年齢層の人は2

次活動すなわち通勤・通学，仕事，

学業，家事，介護・看護，育児，買
図4　余暇時間の内訳

い物に時間を費やさざるを得ないのであろう。これらの時間を減らすことは

現状では困難なようである。

3－2．余暇時間の年齢層分布

次に余暇時間を10歳から59歳まで5歳ごとの年齢層で見たのが図5である。

19歳までは、学業以外の学習・研究に割く時間は増加しているが、それ以
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降の年齢では急激に減少してい

る。高校卒業まではよく勉強す

るが、それ以後大学生になって

からは学業以外の勉強をあまり

してないのではないだろうか。

24歳までは、趣味・娯楽、ス

ポーツに割く時間が増加傾向に

あるが、年をとるにつれ減る傾

－テしビiラジオ

新開　雑誌

学　習・押∴素（

芋薫以外）
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ボラ：ティア冶銃

社会垂加l吉軌
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図5　年齢層別余暇利用時間の利用内訳

向が見られる。一方年齢がたか

くなるにつれて、テレビ・ラジオ・新聞・雑誌に割く時間が増えていること

がわかる。これは年をとるにつれ、時間があれば漠然とテレビ等を見ている

ことを表しているのかもしれない。

3－3．余暇利用時間の内訳

図6は総務省統計局統計調査部国勢統計課「社会生活基本調査報告」3）

から1986年から

2001年までの間

に余暇をどのよう

に利用しているか

の推移を抽出し図

示したものであ

る。テレビ・ラジ1　05

オ・新聞・雑誌に

費やす時間、なら

びに趣味・娯楽に

費やす時間の増加

が見られる。

酔薯蟻
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ボランティア活動・

社会参加活動

図6　余暇利用時間の内訳推移
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図7はテレビ普及台数の年次推移を

示す4）。2003年をピークに少し減少

しているようである。今後は地上デジ

タル放送が開始されたので、テレビの

50，000

4niOOO

3U，000

．4－ヽ
⊂1

20000

10，0〔iU

経験鈴捨金尊哲螢尊鉄粉

れるが普及台数自体は今の傾向が維持」＿二三二二〇」竺＿上二田

されるであろう。

図8は新聞の発行部数の

1990年から2006年までの推

移を示す5）。最近は発行部

数が減少しているようである。

この原因の一つとしてインタ

ーネットの普及が考えられる。

図9は雑誌発行部数の

1990年から2004年の推移を

示す6）。1998年以降は発行

部数の増加率が小さくなって

いるようである。

図7　テレビ普及台数の推移

餉闇輔離髄練繕強輸

1985　1990　1〔）95　　2CiOCi　　2005　　2011二）

図8　新聞の発行部数

1985　　1990　　1995∴∴∴2000　　　2005

テレビの普及台数、新聞の1　　　－－－－－－
図9　雑誌発行部数の推移

発行部数はやや減少傾向にあ

るが、雑誌の発行部数は横ば

い傾向にある。それにもかか

わらず図7で示したように、

テレビ、ラジオ、新聞、雑誌

の占める時間は年齢層が大き

くなるにつれて大きくなって
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いる。

社会基本調査には含まれていないが、書籍の売り上げ点数7）は図10に示

すように年々増加している。読書は行動の種類では「趣味・娯楽」に含まれる。

図6では趣味・娯楽は年々増加しているので、読書する人は確実に増えてい

ると言える。

3－4．趣味・娯楽時間の内訳

図11は総務省統計局統計調査部国勢統計課労働力人口統計量「社会生活基

本調査報告」8）から「‾言

得たデータのうち

1996年から2001年に

かけて増加した分野

を記している。顕著

4…1

40

35

3仁1

％∴　51

な伸びを示しているi

のは、商業実務・ビi

圏団
結する分野に時間をl

割いているようであ　」

る。外国語が予想に

反してあまり伸びていない

ようである。

図12は映画の封切本数

と映画館への入場者数の

1990年から2005年までの

推移9）である。封切本数、

入場者数ともに少し増加し
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ているようである。

第4章　日米の余暇比較

「勉強時間たったの12分」というキャッチフレーズにショックを受けたが、

行動者平均時間で見ると学業以外の学習・研究に費やされる時間は139分で

ありホッとした。それではこの勉強時間をどのように利用しているかについ

て米国と日本を比較していくことにする。

2002年4月に日本と米国の五十歳以上の壮年を対象とした仕事、生活、

余暇、インターネットに関する調査10）が、インターネット上で実施された。

ただし両国ともに回答者は無作為に選ばれた人（ランダム・サンプル）で

はなく、おもにIT・コンピュータに関心があるシニアである。

主な調査項目に対する日米の比較について記述する。

（1）調査項目1：新しいことを学んでいる。または趣味に打ち込んでいる。

図13に「新しいことを学んでいる。または趣味に打ち込んでいる。」

に対する回答を示す。これによると、米国人の方が日本人の倍新しい

ことを学んでいるあるいは趣味に打ち込んでいることがわかる。その

通りとまあそうだと思うの合計は米国91％、日本74％である。ここに

両国の差が大きく表れているようである。学業以外の学習・研究には

講座、教室、社会通信

教育等が含まれている

が、これらは新しいこi

匿藍議題国
での勉強なのであると」

考えられる。　　　　　図13　新しいことを学んでいる。または
趣味に打ち込んでいる
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日本人の余暇利用方法に関する一考察

（2）調査項目2：生涯学習や趣味に関心を持った時期

図14に生涯学習や趣味に関

心を持った時期を示す。米国

では関心がない人は52％、日

本では10％である。米国では

年齢が進むにつれて関心を持

たなくなっているが、日本で

は四十代以降に関心を持つ人 図14　生涯学習や趣味に関心を持った時期

が32％ある。日本人は米国と

は異なり年をとるにつれ勉強したくなるようである。

（3）調査項目3：生涯学習と趣味に関して現在やっていること

図15に生涯学習と趣味に関して現在やっていることを示す。「余暇

に楽しめる趣味がある」

「旅行で行きたい場所の

情報を探す」「余暇に勉

強したいテーマや分野が

ある」は米国の方が日本

より多い。余暇に勉強し

たいテーマや分野がある

描浩
l暇　　いい∴∴の

持し　　l　楽

＿　　　i

図15　生涯学習と趣味に関心して現在やっていること

に関しては、米国61％、

日本44％である。

（4）調査項目4：仕事に関して

現時点で行っていること

図16に仕事に関して現時点

で行っている項目を挙げる。

60

40

20

0

‾「

日本は壮年期以降も働くため　図16　仕事に関して現時点で行っていること
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日本人の余暇利用方法に関する一考察

に、自分の知識や技術を見直す人の割合が多い。また定年後に別の仕

事に就くための訓練をする人の割合が次いで多い。日本では現状の仕

事や将来の仕事に関しての勉強にさく割合が多い。新しいことを学ん

でいるかという調査項目1では日本は米国の半分以下の割合であった

ことから、定年後に別の仕事に就く場合も、まったく異なった業種で

はなく似通った業種へ変わるための勉強をしているようである。

（5）調査項目：最も役立った情報源

図17に最も役立

った情報源を示す。

マスメディアが日

本は米国よりもは

るかに多い。次い

でインターネット

が多い。

闇米国

日本

仕∴∴享！∴寵
き亭
にを

墨雲簑　　l

図17　最も役立った情報源

（6）調査項目：ボランティア活動を通じて社会に貢献している

図18にボランティア活動を通じて社会に貢献している割合を示す。

米国ではボラン

ティア活動を通じ

て社会に貢献して

いると思っている

人は30％強である

が、日本では10％

弱である。米国で

はボランティア活

動をする人が3倍

強いることがわか

図18　ボランティア活動を通じて

社会に貢献している
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日本人の余暇利用方法に関する一考祭

る。あまりそう思わないひとは日本で41％、米国24％と逆転している。

（7）調査項目：ボランティア活動などの社会貢献の時期

図19にボランティア活

動などの社会貢献の時期

を示す。ボランティア活

動に関心がない層は米国、

日本ともに30％近くいる。

日本では五十代以降にボ

ランティア活動を始めた

人が33％社会貢献をする 臆

‾　　　　　　　　　i

悶米国

日本

」
図19　ボランティア活動などの社会貢献の時期

人の割合が増えている。

米国では五十代までにボランティア活動を終えあとは悠々自適な生活

を楽しんでいるようである。

（8）調査項目：地域貢献活動

図20に地域貢献活動を

示す。ボランティア活動

に参加する割合は日本は

米国の約3分の1である。

ボランティアについての

情報収集はよくやってい

るようである。

三　　」

図20　地域貢献活動

第5章　インターネットとその将来

調査項目5で、最も役立った情報のうちマスメディアに次いでインターネ

ットであったのでインターネットについて詳細に調べた。

グリーパルマーケットリサーチ＆コンサルティング会社日本法人テイラー
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日本人の余暇利用方法に関する一考察

ネルソンソフレス・インフォプラン（TNS）が行ったインターネットとその

将来の見通しについての調査「DigitalWorld，Digital Life」によると、調

査対象16カ国の人々の25歳以下の若者は平均して余暇時間の3分の1近く

（30％）をインターネットで過ごしている。インターネットの使用目的は図

21に示すように、情報を

見つけるために検索エン

ジンを利用81％、ニュース

を読む76％、オンライン・

バンキング74％、天気を調

べる65％、製品やサービス

を購入前に調査する63％と

なっている。 図21インターネッ トの使用日的

TNSのマネージング・

ディレクターを務めるアーノ・ハマーストン氏は「余暇時間がとても貴重で

あるとすればなぜ人々は平均3分の1近くをインターネットの利用に費やし

ているのか。私たちの考えでは、特にインターネットを利用して貴重な時間

を効率的に使い、よりよく生活に適合できるようにしようとしているからだ

と思う。オンラインを利用すれば、特定の仕事や活動を迅速かつ効率的に行

うのに役立つ。オンラインで生産的に時間を使うことによって、実は余暇時

間を増やしているわけだ。オンラインで利用できる社会活動や娯楽活動が増

えている状況を見ても、生活のデジタル化が進んでいる理由がよく分かる」

と述べている。オンラインを利用することによって、余暇時間を効率的に利

用するようになっていると思われる。
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日本人の余暇利用方法に関する一考察

図22に総務省のインターネットの利用日的別行動者率11）を示す。図21と

の直接比較はで

きないが、情報

検索及びニュー

ス等の情報入手

は学習・研究、

趣味・娯楽分野

で多いことがわ

かる。学習・研

究分野では情報

検索及びニュー

ス等の情報入手

の為がトップで

あるが、その次

に電子メールが

きている。学

6∩

40

請電子メール

掲示板・チャット

鞠ホームページ，づロ

グの開設・更新

職情報検索及びニュー

ユ等の情報人手

鞘画像・動画・音楽デ
ータ，ソフトウエア

の

人手
商品やサービスの予

約・購入．支払いな
どの利用

図22　インターネットの利用日的別行動者率

習・研究の面ではすでに電子メールは欠かせない存在であるといえるようで

ある。また電子メールは交際・付き合いで40％近くの人が利用している。

第6章　まとめ

（1）「勉強時間はたったの12分」というショッキングなキャッチコピーが

週刊誌に掲載されていたが、勉強をしている人は、1日約2時間強勉強して

いることがわかった。

（2）日米の余暇の利用方法を比較した結果次のことがわかった。

日本：①　テレビ　ラジオ、雑誌、新聞に費やす時間が非常に多い。

とくに高年齢になるにつれて多くなっている。
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日本人の余暇利用方法に関する一考察

②　実務に役立つ勉強はよくしている。

③　新しいことを学ぼうとはしない。

④　生涯学習に目覚めるのは40代以降である。

⑤　勉強したいテーマや分野がない。

（㊦　働くために勉強している。

日本人は仕事のための勉強すなわち実務に役立つ勉強はよくやっているよ

うであるが、仕事に直接関係ない勉強や新しい勉強をしない傾向にあるよう

に思われる。これでは世界から遅れることになる。

金子　勝12）は次のように述べている。『日本の技術力は衰えているので、

どうやったら絶えず新しい技術や製品を生み出せるような体制を作ることが

できるのかということが課題である。これからは道路や建物へのインフラ投

資よりも教育への投資が重要になると考える。成熟した経済のもとでは新

しいソフトやコンテンツが入った、付加価値が高いものを絶えず生産し続け

ていかない限り、その国の富は蓄積されないし成長も持続できない。これま

では　読み書きそろばんを教えることによって、大量生産体制に適合した労

働者を大量に作り出す教育システムが実施されてきた。実際に日本の教育現

場では、1クラスに一人の先生がいて、40－50人の生徒が同じ方向を向い

て、先生が言ったことをノートに取っているような教育がおこなわれている。

大量生産時代の規律正しいワーカーを作るシステムのままである。ところが、

多くの先進諸国では、ディスカッションをしたり、答えのない問題に挑んだ

りということをさせたりして「考えさせる教育」が行われている。日本にお

いて自由で創造的な発想を生む教育システムを作るには、国全体が多額の教

育コストを負うことになる。とりわけITやバイオ、新しい環境エネルギー

や技術革新を基本にする経済を作ろうとしたら、そういう教育が必要にな

る。』
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日本人の余暇利用方法に関する一考察

米国：①　新しいことを学習する。

②　ボランティア活動に積極的に参加している。

③　余暇に楽しめる趣味を持っている。

④　生涯学習や趣味には40歳代前に関心がある。

⑤　新しいことを学び趣味に打ち込んでいる人が多い。

（3）日本の社会では　創造性がなかなか生かされないが、その原因は日本

の教育制度にあると考える。戦後日本の教育制度の特質は、米国を追い越せ

追い抜けをモットーにした知識の画一化であった。これにより急速な技術移

転が可能であったが、創造性を生かす教育は全くと言っていいほど実施され

なかった。それで、日本の教育方針を米国のように新しいことが自由にでき

るように変革することが最重要課題と考える。特に大学では学問を教える中で、

未知の領域があること、さらに法則等には誤りが見つかり変更されることが

ありうることを教え、自分の頭で考えることの重要性を知らしめることが必

要と考える。さらに一般社会人も新しいことを学べる環境作りが必要と考える。
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